
令和６年６月定例会 一般質問発言通告一覧 
令和６年６月１８日  

【一般質問】 

令和６年６月１８日（火）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

1 
後 藤  光 

（創政会） 

環境 
〇 公用車の電気自動車導入について 
・ ＥＶ車導入率についての方針は  
・ ＥＶ充電器設置計画について 
・ ＥＶ車の災害時活用や閉庁時のシェアリングについての考えは 

 
農村都市交流 
〇 里山交流研修センターについて 
・ リニューアルから一年経過した現在の利用状況は 
・ 農村都市交流の現状と今後の展望は 
・ センターの役割と今後のビジョンは 

 
福祉 
〇 成年後見支援センター開設について 
・ 開設に至る経緯は 
・ 成年後見制度の近年の利用状況は 
・ センターの概要と強みは 

 

2 
酒 井 裕 史 

（民政会） 

施設 

〇 あやべ・日東精工スタジアム（あやべ球場）の整備について 

・ スコアボード改修整備について 
・ 駐車場整備や周辺の現状と今後について 
・ 施設の活用について 

 

教育 

〇 学校教育のデジタル環境について 

・ 教育データの保護管理について 
・ デジタル教科書の運用状況について 
・ 紙教科書とデジタル教材の活用について 

 

3 
渡 辺 小百合 

（公明党） 

防災 
〇 災害に備える携帯トイレ等の備蓄について 
・ 令和６年度当初予算の災害時応急対策整備事業の概要は 
・ 自動ラップ式簡易トイレとは、どのようなものか 
・ 携帯トイレの備蓄の現状と今後の方針は 
・ 在宅避難に向けた携帯トイレの備蓄の啓発は 
・ 介護福祉施設に対する携帯トイレの支援は 
・ トイレトレーラーの導入に対する考えは 

 
高齢者介護 
〇 在宅療養を支える取組について 



・ 本市の現在の高齢化率と今後の推移は 
・ 本市の認定者数と今後の見込みは 
・ 現在、在宅診療（看取り）を実施している医療機関は 
・ 現在、２４時間体制で訪問看護を実施している施設数及び利用者数

は 
・ 在宅診療を含む在宅ケア体制の充実が必要と思うが、本市における

今後の方針は 
 
総務・教育 
〇 生理用品の常備設置について 
・ 近年の市職員の生理休暇取得者数は 
・ 現在の公共施設トイレの生理用品の設置状況は 
・ 近年の小・中学生の生理用品の使用数は 
・ 公共施設及び小・中学校のトイレに生理用品の設置を 

 

4 
柳 原 秀 一 

（創政会） 

教育 

〇 新教育長が目指す教育について 
・ 確かな学力を育む学校づくりについての考えは 
・ 不登校対策としての考えは 
・ 今後、本市の教育をどのように進めていくのか 

 
防災 
〇 犀川の改修について 
・ 京都府で実施された犀川疎通能力調査の結果は 
・ 今後の改修計画は 
・ 犀川改修に伴う綾部市の対応は 

 
消防 

 〇 災害が頻発化する中、消防本部が目指す業務の在り方について 
・ 市民の安心・安全を守るための具体的な施策は 
・ 消防業務の高度化・専門化・多様化をどのように進めていく考えか 
・ 人口減少と高齢化への対応は 

 

〇 消防団員確保に向けての新たな施策について 
・ 消防団員確保の現状認識と課題は 
・ 具体的な確保・維持の施策は 

 

5 

高 橋   輝 

（創政会） 

 

農業 
〇 食料・農業・農村基本法の改定について 
・ 食料供給困難事態対策法案など概要は 

 
〇 農業を取り巻く環境について 
・ 本市の状況は 

 
〇 農業の持続的な発展について 
・ 今後の取組を 

 
〇 市を挙げての国への要望について 
・ 農家が経営継続できる価格を埋めるための政策要望を 

 



世界平和 
〇 世界連邦を国是にするための要望について 
・ 世界連邦宣言自治体全国協議会としての今後の取組は 
・ 世界連邦を国是にするために声を挙げてはどうか 
 

 



【一般質問】 

令和６年６月１９日（水）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

６ 
中 島 祐 子 

（みらいのあやべ）

環境・健康・子育て・農業 

〇 市民の健康を守るため、ＰＦＡＳ汚染の現状把握と対策の強化を 

・ ＰＦＡＳ汚染の経過とこれまでの行政の対応は 

・ 土壌及び農産物への汚染の把握状況と市の認識は 

・ 現状把握のための取組、調査費用の補助を 

・ 物部保育園周辺及び園内の土壌調査の実施を 

・ 発生源対策の強化、モデル的な汚染水処理導入の取組を 

 

建築 

〇 市発注工事におけるアスベスト事前調査の精度向上を 

・ 建築物等の解体・改修工事を行う際に必要な措置は 

・ 市の公共施設のアスベスト含有調査の状況は 

・ 市の工事発注における事前調査等の手順、価格見積り等の方法は 

・ 発注前に法定の事前調査を実施するなど精度向上の取組は 

 

7 
本 田 文 夫 

（民政会） 

企画 

〇 地域おこし協力隊について 

・ 綾部市が現在までに地域おこし協力隊事業を活用した件数は 

・ 多種多様な地域協力活動を行う地域おこし協力隊を募集しては 

 

建築 

〇 木造住宅耐震化の推進について 

・ 今年度、木造住宅の耐震化事業が拡充されたが、現在の申請状況 

 は 

・ 耐震診断及び耐震補強工事の方法は 

・ 耐震診断及び耐震補強工事の費用は 

・ 今後、耐震化を進めるための取組は 

 

道路 

〇 府道綾部大江線（向田町地内）の拡幅工事について 

・ 府道綾部大江線の拡幅工事の進捗状況は 

・ 工事の今後の計画は 

 

福祉 

〇 西部福祉施設建設について 

・ 西部福祉施設建設の進捗状況は 

・ 西部福祉施設建設の今後の見通しは 

 

8 
井 田 佳代子 

（日本共産党） 

経済 
○ 長引く物価高騰から暮らしを守る施策について 
・ 市内小規模事業者の支援が必要では 

・ 人材不足支援の取組の成果は 

・ 就学前児童の国保料の均等割全額免除を 
・ 給食費の更なる保護者負担軽減を 



 
防災 
○ 地震から命を守るための施策について 
・ 避難所で最も必要とされる水・トイレ・食料等備蓄の状況は 
・ 家庭でも備蓄を促進する必要があるのではないか 
・ 応急仮設住宅や災害公営住宅制度を活用した被災者支援は 

 

9 
吉 崎 篤 子 

（日本共産党） 

子育て 
〇 安心して利用できる病児保育室「にじいろルーム」について 
・ 利用状況（人数・利用日数）と利用者の声は  

  ・ 預かり時間の改善は 
  ・ 保育士・看護師の配置と情報提供は 
  ・ 啓発方法は 
  ・ 設置拡大の見解は 

 
〇 利用しやすいファミリー・サポート・センターに 

  ・ 会員登録状況・利用内容・利用者の声は  
・ 提供会員の研修は 
・ 利用料金の設定は 
・ 市民の周知は 

   
〇 男女とも安心して働き続けるために 

  ・ 働き続けるための各種制度の周知の状況は 
・ 市役所及び企業における育児休業、介護休暇の導入状況と取得状

況は 
  ・ 「京都モデル」ワーク・ライフ・バランスの認証制度とは  
  ・ 中小企業の支援制度の啓発は 
 
環境 
〇 ＰＦＡＳ対策の進捗状況と対応について 

・ 事業場の汚染水の流出の現状と対策は 
・ 効果的な活性炭の研究進捗と具体化は 
・ 事業場の雨水浸透や地下水侵入を防ぐ対策を早急に行う考えは 
・ 現在の事業場周辺及び下流域の汚染の実態をどのように把握して

いるのか 
  ・ 住民の不安の声に応えるには、血液検査と土壌検査によって実態

を明らかにすべきでは 
・ 農産物の安全性を確保するため土壌や用水から農産物移行につい

ての知見の入手と必要な調査を行う考えは 
 

10 
安 藤 和 明 

（民政会） 

情報管理 
〇 情報システムの標準化への綾部市の取組について 
・ ＤＸ推進手順書による標準準拠システムへの移行に係る現在の本

市の取組状況について 
・ 標準準拠システム移行について、移行困難システムが全国で１割

あると聞くが本市の状況は 
・ ＤＸ推進によるデジタル化が進む中、市民と行政との関わり方は

今後どのようにトランスフォームするのか 
・ 「一人情シス」自治体が半数以上だが、本市のデジタル人材確保

の状況は 



・ 今後ますますデジタル化が進む中、市民への周知や理解が必要と

考えるが、どのように考えているか 
 
情報公開 
〇 公文書等の開示請求権の制限について 
・ 本市の情報公開条例による情報開示の実績と開示請求権の制限件

数、開示請求権を制限している理由は 
・ 開示請求権の制限を見直す考えは 

 
地方自治法 
〇 地方自治法の一部改正について 
・ 大規模災害時等への地方と国の関係の特例規定についての背景と

改正趣旨と市の見解は 
・ 地方分権に対する懸念への対応は 

  
教育・文化 
〇 オープンから半年あやテラスの利用状況と効果について 

・ 市立図書館の利用状況や貸出状況、利用者の意見は 
・ あやテラスホールと子育て交流センターの利用状況と市民の反

応・改善箇所・留意点などは 
・ 市営駐車場への一定時間の無料制度の活用状況と駅北側市営駐車

場の利用状況は 
 

 
 
 
 
 



【一般質問】 

令和６年６月２０日（木）午前９時３０分から（発言者４人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

11 
塚 﨑 泰 史 

（日本共産党） 

性の多様性 
〇 性の多様性を認め合い、誰もが「個人の尊厳」を尊重される社会に

ついて 
・ ＬＧＢＴＱなど性的少数者に関する本市の見解は 
・ パートナーシップ制度の利用状況は 
・ 啓発・研修・教育活動の状況は 
・ 安心して暮らせる環境をつくる上で重要な役割を果たすＡＬＬＹ

の取組の充実を 
・ 専用相談窓口の設置を 
・ 安心して受診できる医療機関の環境整備を 
・ 性別に関わらず、全ての人が自分らしく地域で暮らすことができ

る社会の構築に向けた本市の決意は 
 

12 
藤 岡 康 治 

（民政会） 

農業 

〇 農業施策について 
・ 農業者数の推移は。５年後、１０年後の推測は 
・ 現状把握として耕作放棄地の面積は。綾部市が現在進めている耕

作放棄地対策で効果が出ているものは 
・ 若い農家への支援について、農業訓練や資金調達は簡単になった

のか 
・ 農地を借りたり買ったりできるシステムの構築は 

 

〇 農業振興について 
・ 農業版の「頑張ろう補助金」を創設し、みんなでチャレンジでき

る仕組み作りは 
・ 半農半Ｘの町として発信、活動している事は 

 

〇 農地利用促進について 
・ 利用されない耕作放棄地を、ソーラーシェアリング制度を利用し、

農業法人などに管理運営してもらうような案も必要ではないか 
 

教育 

〇 フリースクール・オルタナティブスクールについて 
・ 綾部市の現状と実例は。また、実例がある場合カリキュラムや活

動時間・経営状況は 
・ 市内で保護者や本人がフリースクールやオルタナティブスクール

を要望する声は出ているのか 
・ 綾部市の学校において、様々な理由で学校に通えない子どもたち

に対し、フリースクールクラスを 1 つ設置できないか 
・ 民間団体が新しく立ち上げる場合、綾部市からの運営補助などは

あるか 
・ 学校に通えない子どもたちに対し近隣市の情報を保護者に紹介し

ているか 
 



13 
梅 原 哲 史 

（創政会） 

福祉 
〇 地域包括ケアシステムについて 
・ ２０２５年問題に向けた過去の施策の評価は 
・ 地域包括ケアシステムの深化・推進とは 
・ 生活支援コーディネーターの活動状況等は 
・ 当事者意識を重視した支援の充実は 

 
空き家対策 
〇 空家等対策の推進に関する特別措置法の改正について 
・ 本市の総住宅数に占める空き家数の推移は 
・ 特措法改正を受けて綾部市空家等対策計画の見直しは 
・ 管理不全空家の判断基準は 
・ 空き家対策の窓口の一元化は 
・ 空家等管理活用支援法人の活用は 

 
農政 
〇 地域計画について 
・ 地域計画の進捗状況は 
・ 地域計画策定で見えてきた課題とは 
・ 農地等をめぐる状況の見解は 

 

14 
片 岡 英 晃 

（民政会） 

観光 
〇 東部地域の観光振興について 
・ 東部地域の観光入込客数の推移は 
・ 水源の里トレイルランの成果と課題は 
・ 株式会社緑土の経営状況と今後の展望は 
・ 豊かな自然を活用した体験型アクティビティの充実を 
・ 東部地域での観光振興の展望は 

 
公共交通 
〇 公共交通について 
・ あやバス、各地域での地域内交通等の利用状況や課題は 
・ 課題解決のために市としての支援は 
・ 乗り合い型デマンド交通についての見解は 

 
伝統産業 
〇 黒谷和紙の振興について 
・ 黒谷和紙の現状は 
・ 現在行っている支援内容は 
・ 組合が策定された将来ビジョンの内容は 
・ 施設が老朽化している黒谷和紙工芸の里の今後は 

 
 


